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症例: 70代 男性

現病歴: 左腎癌術後(X-13年)，膵転移性癌術後
(X-1年)である。経過途中でCT画像上、膵鈎部
に腫瘤性病変を指摘された。病変は増大傾向で
あり、EUSでは同部位にモザイク状病変が認め
られたため、EUSFNAで穿刺施行された。

検体: 膵組織

採取方法: EUSFNA

染色: Papanicolaou染色











選択肢

①膵導管癌

②膵腺房細胞癌

③転移性癌

④神経内分泌腫瘍

⑤充実性偽乳頭状腫瘍
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